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神
社
本
庁
の
代
表
役
員
の
地
位
確

認
訴
訟
は
、
昨
年
末
に
東
京
地
裁
で

芦
原
理
事
の
確
認
請
求
の
提
訴
が
棄

却
さ
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
繁
忙
な
時
期
で
の
慌

た
だ
し
い
訴
訟
対
策
と
な
り
ま
し
た

が
、
芦
原
理
事
は
「
花
菖
蒲
ノ
會
」

そ
の
他
の
支
援
も
あ
り
、
東
京
高
裁

に
控
訴
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
回
口
頭
弁
論
が
五
月
一

日
に
あ
り
、
控
訴
理
由
書
や
補
充
書

の
確
認
が
あ
り
、
結
審
す
る
こ
と
と

な
り
、
判
決
の
言
ひ
渡
し
が
六
月
十

四
日
と
な
り
ま
し
た
。

神
社
本
庁
当
局
は
、
地
裁
判
決
を

受
け
、「
月
刊
若
木
」
に
弁
護
士
の
解

説
文
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
の
不

見
識
さ
に
つ
い
て
は
、
本
会
報
の
10

号
、

号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

11こ
れ
ま
で
の
経
過

こ
こ
で
、
昨
年
五
月
の
評
議
員
会

以
降
の
経
過
に
つ
き
、
簡
単
に
整
理

し
て
を
き
ま
す
。
本
問
題
理
解
の
た

め
に
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
昨
年
の
評
議
員
会
は
役
員
の
改
選

期
で
あ
っ
た
。
評
議
員
会
後
の
新
た

に
選
任
さ
れ
た
役
員
の
会
で
、
統
理

様
は
芦
原
理
事
を
総
長
に
指
名
さ
れ

た
が
、
役
員
会
の
決
議
の
な
い
指
名

は
無
効
と
主
張
す
る
総
務
部
長
と
多

数
の
理
事
の
意
見
に
よ
り
、
そ
の
場

は
一
旦
持
ち
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▼
統
理
様
は
、
弁
護
士
と
も
確
認
の

上
、
統
理
の
指
名
が
有
効
で
あ
る
の

で
、
文
書
で
本
庁
事
務
局
に
指
名
を

伝
達
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
指
名
に

基
づ
く
事
務
処
理
を
す
べ
き
指
示
書

の
交
付
を
し
た
が
、
こ
の
文
書
も
業

務
執
行
も
無
視
さ
れ
た
。

▼
事
務
局
が
無
視
し
た
ま
ま
な
の
で
、

芦
原
理
事
は
、
統
理
様
の
指
名
書
に

基
づ
き
、
代
表
役
員
交
代
の
登
記
申

請
を
し
た
。

▼
本
庁
当
局
は
、
こ
の
登
記
申
請
が

無
効
で
あ
る
と
す
る
仮
処
分
の
申
請

を
旭
川
地
裁
に
申
し
出
た
。
旭
川
地

裁
は
こ
れ
を
認
め
、
本
庁
当
局
は
、

後
任
者
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
な
ほ

在
任
す
る
と
の
理
屈
で
、
登
記
さ
れ

た
ま
ま
の
田
中
代
表
役
員
を
暫
定
継

続
さ
せ
て
ゐ
る
。

▼
旭
川
地
裁
の
決
定
は
不
当
で
あ
る

の
で
、
芦
原
理
事
は
札
幌
高
裁
に
控

訴
し
て
を
り
、
審
問
の
状
況
は
会
報

第
８
号
に
掲
載
し
た
。
四
月
こ
ろ
に

は
決
定
が
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
た
が
、

東
京
高
裁
の
様
子
を
み
て
ゐ
る
の
か
、

ま
だ
結
論
が
出
て
ゐ
な
い
。

▼
芦
原
理
事
が
代
表
役
員
で
あ
る
こ

と
を
認
め
る
べ
く
、
東
京
地
裁
に
提

訴
し
た
裁
判
は
、
一
二
月
二
二
日
の

言
い
渡
し
で
認
め
ら
れ
ず
、
冒
頭
記

載
の
や
う
に
直
ち
に
高
裁
に
控
訴
し
、

こ
の
判
決
が
六
月
に
だ
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

控
訴
理
由
書
の
主
要
論
点

札
幌
高
裁
、
東
京
高
裁
に
提
出
し

た
芦
原
理
事
の
控
訴
理
由
書
の
主
要

論
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

▼
原
判
決
（
な
ら
び
に
こ
れ
を
是
と

す
る
本
庁
当
局
の
主
張
︙
「
月
刊
若

木
」
の
解
説
も
含
む
）
は
「
神
社
本

庁
憲
章
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
神
社

本
庁
役
員
そ
の
他
の
機
関
に
関
す
る

規
程
（
以
下
「
役
員
規
程
」
と
略
称
）

を
考
慮
せ
ず
、
こ
れ
が
「
庁
規
」
の

上
位
に
あ
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
認

識
せ
ず
に
、「
統
理
」
と
「
総
長
」
の

位
置
づ
け
を
見
誤
っ
た
「
法
文
解
釈

の
違
法
」
が
あ
る
。

▼
「
神
社
本
庁
」
と
い
ふ
団
体
を
論

ず
る
場
合
、「
前
提
事
実
」
と
し
て
、

古
来
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し
て
全
国

の
神
社
が
連
携
す
る
団
体
と
し
て
の

『
本
質
的
な
神
社
本
廳
』（
宗
教
団
体

で
あ
る
「
神
社
本
廳
」）
と
、
そ
の
団

体
の
世
俗
的
事
務
運
営
の
た
め
「
宗

教
法
人
法
」
に
よ
り
法
人
格
を
取
得

し
て
運
営
さ
れ
て
ゐ
る
『
宗
教
法
人

「
神
社
本
庁
」』（
控
訴
理
由
書
で
は

こ
れ
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め
に「
被

控
訴
人
法
人
」
と
記
述
す
る
こ
と
と

し
て
ゐ
る
）
と
が
あ
る
。
こ
の
両
者

を
明
確
に
整
理
す
る
必
要
を
強
く
主

張
し
た
。

▼
原
判
決
は
、
こ
の
整
理
が
不
十
分

で
、
法
人
規
則
で
あ
る
庁
規
の
規
定

の
解
釈
の
み
論
じ
、
法
人
の
「
役
員

会
の
議
」
を
過
大
に
重
視
す
る
過
ち

を
犯
し
て
ゐ
る
。

▼
『
宗
教
法
人
「
神
社
本
庁
」』
の
理

事
は
十
七
名
で
統
理
は
含
ま
れ
な
い

令和５年

５月５日
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が
、『「
本
来
の
団
体
と
し
て
の
「
神

社
本
廳
」』
の
役
員
は
、
統
理
な
ら
び

に
十
七
名
の
理
事
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

役
員
会
に
は
こ
の
二
つ
の
形
式
が
あ

る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
者

の
役
員
会
が
上
位
に
あ
る
も
の
と
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

▼
評
議
員
会
直
後
の
役
員
会
は
、
後

者
の
役
員
会
で
あ
り
、
法
人
の
役
員

会
で
は
な
い
。
評
議
員
会
で
満
場
一

致
の
選
任
を
さ
れ
た
統
理
を
中
心
に
、

「
御
前
会
議
」
の
ご
と
く
伝
統
的
に

運
営
さ
れ
て
き
た
会
議
で
あ
り
、
こ

こ
で
統
理
の
指
名
を
受
け
た
者
が
、

総
長
と
し
て
法
人
の
代
表
役
員
と
な

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
こ
の
『
本
来
の
「
神
社
本
廳
」』

の
機
構
・
役
員
は
、「
神
社
本
庁
憲
章
」

と
「
役
員
規
程
」
に
定
め
ら
れ
、
議

決
機
関
は
評
議
員
会
で
あ
り
、「
統
理
」

は
こ
の
「
神
社
本
廳
」
を
総
理
す
る

最
高
権
威
で
あ
り
、
最
高
権
力
を
有

す
る
。「
総
長
」
は
統
理
の
命
を
受
け

て
庁
務
を
総
管
す
る
の
で
あ
り
、「
統

理
の
命
」
に
従
は
ぬ
の
は
憲
章
違
反

の
懲
戒
対
象
で
あ
る
（
職
員
に
お
い

て
も
同
然
）。

▼
統
理
の
行
為
は
総
長
の
補
佐
を
要

し
、
統
理
の
行
為
に
係
は
る
責
任
は

役
員
会
が
負
ふ
と
の
「
庁
規
（

条
40

５
項
）」
の
趣
旨
か
ら
、
統
理
の
総
長

指
名
と
い
ふ
行
為
に
も
「
実
質
的
に

は
役
員
会
の
判
断
で
行
は
れ
る
こ
と

を
予
定
」
し
て
ゐ
る
と
す
る
原
判
決

の
解
釈
は
、
法
人
と
し
て
の
側
面
し

か
み
て
ゐ
な
い
失
当
で
あ
る
。

▼
「
役
員
規
程
」
に
は
「
庁
規
（
40

条
５
項
）」
の
や
う
な
定
め
は
な
い
。

事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
起
案
ー
稟

議
ー
決
裁
の
過
程
で
、
総
長
の
助
言

や
承
認
も
必
要
で
あ
る
が
、
統
理
の

権
限
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

法
人
の
責
任
役
員
会
の
多
数
決
に
従

ふ
必
要
は
な
い
。

▼
臨
時
役
員
会
に
お
け
る
「
指
名
」

と
い
ふ
行
為
は
、「
総
長
の
補
佐
」
を

得
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
役
員
会
が

責
任
を
負
ふ
も
の
で
も
な
い
。
こ
の

行
為
は
、『
宗
教
法
人
「
神
社
本
庁
」』

の
役
員
会
か
ら
独
立
し
た
、『
本
来
の

「
神
社
本
廳
」』
で
の
「
統
理
」
の
権

限
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

▼
以
上
、
理
由
書
の
主
要
な
論
点
を
、

で
き
る
だ
け
か
み
砕
い
て
（
や
や
か

み
砕
き
す
ぎ
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
）、
列
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

詳
細
な
事
項
は
ま
だ
多
岐
に
わ
た
る

が
、
割
愛
し
、
主
要
点
の
み
と
し
た

の
で
、
概
要
を
ご
理
解
い
た
だ
く
上

で
の
参
考
に
さ
れ
た
い
。

今
後
の
課
題
と

「
花
菖
蒲
ノ
會
」
の
立
場

以
上
の
控
訴
理
由
書
の
解
説
に
お

い
て
、「
神
社
本
庁
」
に
は
『
本
来
の

「
神
社
本
廳
」』
と
『
宗
教
法
人
「
神

社
本
庁
」』
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
ふ
。

「
花
菖
蒲
ノ
會
」
は
『
本
来
の
「
神

社
本
廳
」』
の
立
場
を
確
立
堅
持
し
て

ゆ
く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
本
庁
執
行
部
は
、「
宗

教
法
人
」
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し
、

さ
ら
に
「
包
括
法
人
」
と
し
て
全
国

神
社
に
強
制
力
を
確
保
す
る
方
向
に

傾
い
て
ゐ
る
。

「
憲
章
」
制
定
に
際
し
、「
高
天
原

に
事
始
ま
り
、
国
史
を
貫
い
て
不
易
」

な
る
祭
祀
の
道
統
を
護
る
存
在
と
し

て
の
、
伝
統
的
な
神
社
の
連
帯
的
機

構
と
し
て
「
神
社
本
廳
」
が
明
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
連
帯
を
継

続
発
展
さ
せ
る
も
の
は
、「
敬
神
尊
皇
」

の
教
学
を
興
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
教
学
の
振
興
を
蔑
ろ
に
し
て
、

連
帯
の
集
約
力
を
見
失
っ
た
現
本
庁

執
行
部
は
、
と
も
か
く
包
括
法
人
で

あ
る
こ
と
を
、
自
ら
の
組
織
防
衛
の

根
拠
に
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。

職
員
の
不
当
な
解
雇
・
降
格
を
実

施
し
、
こ
れ
が
最
高
裁
で
否
定
さ
れ

る
や
、
今
回
は
統
理
様
の
権
威
の
否

定
に
挑
ん
で
ゐ
る
。

「
宗
教
法
人
」
で
あ
る
こ
と
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
当
然
必
要
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
『
神
社
本

廳
』
の
根
底
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
○
○
学
会
」
や
「
○
○
教
会
」

と
同
列
の
存
在
と
し
て
自
己
保
身
し

た
い
の
が
現
執
行
部
な
の
だ
ら
う
か
。

神
社
が
「
宗
教
法
人
」
と
な
っ
た

の
は
、
神
道
指
令
か
ら
の
典
型
的
戦

後
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
。「
戦
後
レ
ジ
ー

ム
」
か
ら
の
脱
却
に
賛
同
し
て
お
き

な
が
ら
、
こ
れ
に
固
執
す
る
自
己
矛

盾
か
ら
こ
そ
、
速
や
か
に
脱
却
し
、

本
来
の
伝
統
的
神
社
機
構
を
再
構
築

し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
五
十
年
後
、

百
年
後
の
斯
界
の
た
め
に
も
、
い
ま

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

包
括
法
人
か
ら
は
離
脱
は
で
き
る

が
、「
高
天
原
か
ら
事
始
ま
る
」
機
構

か
ら
は
離
脱
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

ん
な
組
織
を
目
指
す
の
が
「
花
菖
蒲

ノ
會
」
の
基
本
的
立
場
と
な
ら
う
。

裁
判
所
が
正
当
な
結
論
を
導
い
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
重
要
な
の
は
自
ら
の
最
高

議
決
機
関
で
あ
る
「
評
議
員
会
」
に

お
い
て
、
正
し
い
審
議
と
決
定
が
有

効
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
全
国

の
評
議
員
諸
兄
の
ご
理
解
を
深
く
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

統
理
様
の
も
と
で

神
社
界
の
真
姿
を
顕
現
し
よ
う


